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３月の予定 

 ハイハイやつかまり立ちがしっかりしてきて、好きな所へアンヨで移動する姿に「目が離せなくなった」と、

大変な中にも成長を喜ぶママたちです。また、１～２歳のお友達はかけっこがお気に入りで、「よ～い ピー！」

のホイッスルに元気よく走り、「もう一回！」と何度もかけっこを楽しむ等、遊びも活発になってきました。 

 引っ越しや他園への入園で遠のいていた親子の久しぶりの来所や、zoom でのつながりに、「いつでもいらっし

ゃい」の気持ちが伝わり、とても嬉しく思います。いつでもどうぞ！ 

 4 月から新しい生活が始まる方も、そうでない方も、なんくる家はいつでもお待ちしています。いつでも遊び

にいらしてください。 

ママの 

読み聞かせ 

❀ お知らせ  

※18 日（土）は卒園式の為お休みです。 

※3 月 27 日(月)～29 日(水)自主活動期

間です。 

※新年度（４月）のスタートは３日（月）

からとなります。 

※自主活動期間も相談事業は行なってお

ります。 
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 ・子育ての相談やお問い合わせ、近況など、なんでもお気軽にどうぞ。お話しする事で気持ちが軽くなり、 

解決のヒントが得られるかも…（来所：9～14時・電話相談等：9時～17時） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

  

   

 

 

 

子育て通信  令和５年 ３月   第３１１号 

みどり保育園では、地域子育て支援の一環として、子どもの発育相談などいつでも相談にのります。親の子育ての

悩みはもちろん、子どもの特性など一緒に考えて必要なところへ繋ぎます。 

みどり子育て支援センター「なんくる家」那覇市首里石嶺町４―２１６－３（みどり保育園） 

電話：０９８－８８６－６０４４   

ホームページ http://midori-okinawa.com/    e-mail  nankuruya310@gmail.com 

 

２月のなんくる家の様子 

❀ 出前保育  

「赤ちゃんから未就学児までの 

お子さん集まれ～！！」 

日時：２０日（月）10 時～11時半 

場所：石嶺公民館 

なんくる家が石嶺公民館に出向

きます。体重測定や絵本の読み聞

かせ、簡単なリズム遊び等を行な

います。 

お子さん同士、ママ同士、スタッ

フもみんなで一緒に楽しく交流す

る中で、情報交換にもつながると

思います。 

団地のみなさんも 

どうぞご参加ください。 

❀「語やびら～」（第 1１９回）  

 特別な配慮、支援を必要とし

ている子を持つパパ・ママが情

報の交換やお互いの経験をもと

に皆で気持ちを分かち合い、認

め合う場です。 

どなたでも参加をお待ちして

います。 

日時：９日（木）１０時～１２時 

場所：みどり保育園（２階） 

感染予防のため、事前の検温・

マスク着用での参加をお願いし

ます。初参加の方はお電話連絡

ください。 

毎週木曜日は星グループの日となります。ご理解下さい。 

※ 星グループ … 大勢の人がいる所に出るのが苦手な親子、 

特別な配慮や支援を必要としている親子、我が子の発育が気になる親子 

お誕生日おめでとうございます！ 

なんくる家から誕生日月のお友だちにカードの

プレゼントがあります。どうぞお声掛けください。 

発育測定 
今月は 20 日（月）、22 日（水）に行います。

お子さんの成長を記録しませんか？記録カー

ドを用意しています。ご利用下さい。 

         お車でお越しの際は、みどり保育園の契約駐車場「ドミール K（アパート）をご利用下さい。 

    園舎前の駐車場に駐車はご遠慮ください。 

 

 

お部屋で 

ゆったり 

遊びます。 

アロマ講座 

 ママ講師に

よるアロマグ

ッズ作りを楽

しみました。 

         サクラ葉の陰サクランボ メジロ飛び交いチッチッチッ 

 

 保育園の庭に、幻の「ヒスイカズラ」のつぼみが滝のようにぶら下がっています。それはそ

れは見事です。５年前に私の兄がヒスイカズラを植えてくれました。兄は定期的に肥料を入れ

花に必要な土壌作りを続けてくれました。その成果があって今年は、目を見張るほど沢山の 

つぼみが付いたのです。花が咲き揃うのが楽しみです。 

 私は先週、お休みを頂いて、まだまだ寒さが厳しい東京へと行ってきました。子育て支援拠

点事業の「実践セミナー」へ参加のためです。 

 北海道を初め各地からリモートでの参加もあり、現地東京での対面セミナーは３年ぶりに

なりました。この研究会は２５年間継続してきた実践を持ち寄り学ぶセミナーです。 

 平成６年に国の少子化対策で始まった事業ですが、「子育て支援」ということばが耳慣れない

こともあり、「保育園で親子支援？」「どんなことをやればいいの？」という全国からの不安の

声があがる中、東京の新澤誠治先生を中心に始まった研究会です。 

 今回のテーマは「やり続けてきたことで見えてきたこと」というテーマでの実践を持ち寄り

発表がありました。全国各地の実践は今の社会の孤独感や閉塞感を受けて不安な子育ての 

現状が発表されました。 

 子育ては、順調に一直線には行かない大きな仕事です。子ども一人一人の個性もあり、 

多くの「揺らぎ」や「葛藤」を抱えるのが子育てなんです。 

 それらの発表を受けて『大妻女子大学の石井章仁先生』は最後にまとめとして 

支援の場には、『揺らぎや葛藤や悩みがあり、モヤモヤがある』そんな不完全な場があるから

人を成長させてくれるのだ。と、話してくださいました。 

 そして加えて「子育て支援拠点事業は」もう３０年以上も子育てを支援してきた、無くては

ならない事業であり、それこそ「インフラ」です。一度始まったらやめてはいけないインフラ

のような役割ですね。と、付け加えられました。 

 出生数が初の８０万人を割ったというニュースが流れ、少子化対策は国の重要な政策に位置

づけられました。「少子化対策は平和な社会づくり」これしかないと思います。 

 堅い話に終始してしまいました。が、子育てをするということは楽しいことだけではありま

せん。が、子どもと一緒に違う世界を見ることができる喜びも得られます。 

 なんくる家では「だっこボランティア」をいつでも募集しています。  石川キヨ子 

 

 

次年度準備のためお休み 自主活動 

みんなで 

かけっこ 

http://midori-okinawa.com/

